
はじめに

近年、市場を通じた効率化を地球規模で追求
する新自由主義経済の展開に変化の兆しが見ら
れる。新型コロナウィルスの感染拡大、ロシア
のウクライナ侵攻以降の新冷戦とも言える緊張
の高まり、パレスチナ・ガザとイスラエルの衝
突などが、新自由主義経済の要である大規模か
つスピーディなヒトやモノ、カネの移動を押し
留め、遅延させている。政治的・軍事的な対立
が先鋭化するなか、主権国家の存在が前景化し
て国境の壁が高く厚くなったことで、移動の規
模や速度が減じているのである。それは、資本
主義が地球を覆う動きに修正を迫っていること
を意味している。

では、そうした資本と国家の関係の再編が進
むいま、ヒトの移動はどのように変容している
のだろうか。この小稿では、移住労働を中心に、
現代における移動について考える。移住労働者
は現代の世界を、社会を駆動させる原動力とし
て欠くことのできない存在である。彼／彼女た
ちはどのような状況や関係のなかに置かれてい
るのか、彼／彼女たちはその状況や関係をいか
に生きようとしているのか。ここでは、イスラ
エルで働くタイ人労働者の実態に触れながら、
そうした問いに向き合ってみたい。

非常時を支える移住労働者

グローバルな市場競争、規制緩和、少子化高

齢化、労働力不足、消費社会化、経済格差の拡
大等を背景に、自らの労働力を少しでも高く売
るために国境を越える移住労働者は大きく増加
している。彼／彼女たちが担っているのは移住
先の社会で担い手が慢性的に不足している賃金
や労働条件が厳しい仕事である。数十年に渡り、
より富める地へのヒトの移動が積み重ねられて
きた結果、世界中で移住労働者は経済社会を維
持するために欠くことのできない存在となって
いる。

移住労働者を受け入れる国々がどれほど彼／
彼女たちに依存しているのかは、平時以上に非
常時にいっそう明確になる。

2020年₄月、新型コロナウィルスに感染して
入院した当時のイギリスの首相ボリス・ジョン
ソンは、治療を終えて退院する際、ベッドサイ
ドで彼の看護を担当した₂人のスタッフの出身
地に触れながら特別な感謝の意を述べていた
が、いずれの出身地も外国であった。イギリス
の The Health Foundation は、2019年₆月の時
点で公立病院やコミュニティ・サービスに従事
する National Health Service（NHS）のスタッ
フのおよそ₈人に₁人が外国籍であると伝えて
いる1。また、イギリス国籍者であっても旧植
民地出身者の二世や三世、アジアやアフリカか
らやってきたスタッフも NHS を支えている。
近年、緊縮財政によって公共サービスが切り縮
められてきたイギリスでは、NHS はその最後
の砦といわれているが2、パンデミックの最前
線で多くの移住労働者や移民がその砦を守って
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いたのである。
イギリスだけではない。先進国を中心に国外

から積極的に看護師や介護労働者の受け入れを
進める動きは活発化し、世界各地の医療や福祉
の現場では移民や移住労働者は不可欠な存在と
なっている。

また、移住労働によって暮らしを成り立たせ
る者の増加と戦争や紛争の継続・拡大が連動し
て、従来の移住労働や出稼ぎといった言葉の範
疇にはおさまらない状況が生まれている。ロシ
アのウクライナ侵攻後、ロシア軍には服役中の
囚人が兵士として動員されているニュースが大
きく伝えられたが、ロシア政府は囚人以外にも
外国人を積極的にリクルートして戦地に送り込
んでいる。Guardian は、200人以上のネパール
人がロシア軍に入隊し、そのうち100人以上が
行方不明になっていると伝えている3。ネパー
ルではグルカ兵と呼ばれるイギリス軍やインド
軍等に従軍する傭兵を生業とする山岳民族の存
在がよく知られているが、ネパールは人口3,000
万人のうち200万人以上が外国で働く「出稼ぎ
大国」でもある。ウクライナ侵攻以降、ロシア
軍に入隊したネパール人の多くは、もともとは
出稼ぎを目的として外国で働こうとしていた、
あるいは既に中東諸国等で出稼ぎ労働をしてい
た貧しい農村の出身者である。借金をかたに人
身売買のような形でロシア軍への入隊を強いら
れた者もいるが、当初は韓国への出稼ぎを考え
ていたが入隊すればロシア国籍が容易に取得で
きることに魅力を感じて自らの意思でロシアに
渡った者もいることを記事は伝えている。なお、
記事には少数ながらウクライナ軍に従軍してい
るネパール人がいること、そしてロシア軍には
ネパール人以外にも中央アジアやキューバ、セ
ルビア、アフリカ諸国の出身者も入隊している
ことも記されている。

平時であれ非常時であれ、合法であれ非合法
であれ、国境を越える移住労働や出稼ぎにはさ
まざまな制約や条件があるため、それを望む貧
しい者たちの移住先や仕事の選択肢は限られて
いる。そのような彼／彼女たちの選択肢に遠く
離れた戦地が追加されたのである。

イスラエルでハマス襲撃の犠牲となったタイ人
労働者

ここからは2023年10月₇日のハマスのイスラ
エル襲撃の犠牲となったタイ人労働者を中心に
みていきたい。彼／彼女たちもまた移住先の社
会の非常時を支える移住労働者と言える。

イスラエルはユダヤ人のために建てられた国
家であるが、そこで働き暮らしているのはユダ
ヤ人だけではない。人口約950万人の₄分の₁
は非ユダヤ人である。その大半を占めるのがイ
スラエルの建国前からそこで暮らしてきたアラ
ブ系住民である。彼／彼女たちのほとんどはイ
スラエルの市民権や永住権を有してはいるが、
ユダヤ人と同等の権利が認められているとはい
えない。ハマスによるイスラエル襲撃後は、ユ
ダヤ人社会が彼／彼女たちに対する眼差しや扱
いはこれまで以上に厳しいものとなっている。

また、イスラエルではパレスチナ人自治区か
ら越境して働くためにやって来るパレスチナ人
も多くいる。労働許可を得ずに働いている者も
含めると20万人近くのパレスチナ自治区出身者
がイスラエル人のやりたがらない仕事を担って
いたが、ハマスの襲撃後、その多くが仕事を失っ
ている4。

こうした非ユダヤ系の住民や労働者のほかに
イスラエルには約11万人の外国人の労働者がい
る。主にはアジア諸国出身者で、多いのはタイ
人やフィリピン人である5。パレスチナ人労働
者と同様に、彼／彼女たちもイスラエル国民が
敬遠する仕事に従事している。

ハマスはそうしたアジア人労働者に対しても
容赦のない襲撃を行った。そのなかでもっとも
襲撃の犠牲者が多かったのはタイ人労働者で
あった（2023年11月の時点で39人の殺害、32人
の誘拐が確認されている）。

タイ人労働者に大勢の犠牲者、被害者が出た
のは故なきことではない。

イスラエルが本格的にアジア諸国からの労働
者の受け入れを開始したのは1990年代である。
深刻な対立が続くパレスチナ側から雇い入れる
労働者を減らし、その代わりにアジア諸国から
労働者を受け入れようとしたのである。以後、
農業や建設、介護、清掃といった仕事は、徐々
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にアジア人を中心に外国からやって来た労働者
に担われていくことになる。

イスラエル政府は、とくに農業分野ではタイ
人労働者の受け入れを積極的に進めてきた。タ
イ政府との間に労働委託に関する協定を締結し
たり労働者を保護する法制度を整備したりする
などして、タイから安定的に農業労働者を確保
する政策をこれまで維持してきた。高い自給率
を達成し、ヨーロッパへ大規模な輸出を展開し
ているイスラエルの農業は、優れた農業技術や
灌漑施設によって支えられていると言われる
が、そこにはタイ人労働者の存在がある。

ハマスの襲撃でタイ人労働者に甚大な犠牲が
出たのは、彼／彼女たちの多くがガザ地区との
境界からすぐそばで働いていたからである。当
時、約5,000人のタイ人がガザと近接している
農業共同体に雇われていたといわれている。こ
れまでもガザ地区に近い農場で働いていたタイ
人がロケット弾の犠牲となったことがあったた
め6、その地で働く危険は十分認識されていた
が、ガザ地区のすぐそばで働いていたタイ人た
ちはあまりに突然のハマスの襲撃から逃げるこ
とはできなかった。

ただし、ハマスが多数のタイ人労働者を襲撃
したのは、ガザ地区との距離が近かったからだ
けではないかもしれない。報道によれば、タイ
人を襲撃した際、ハマスの戦闘員はまずタイ語
で「こんにちは、タイの皆さん」と呼びかけた後、
ヘブライ語で「イスラエルのために働いて幸せ
か、今すぐ死ね」と叫んで銃撃しはじめたとい
う。その襲撃に遭遇し、被弾しながらも生き延
びたタイ人は、ハマスは「イスラエルの産業を
タイ人が支えていることに恨みをもったのでは
ないか」と語っている7。タイ語で呼びかけて
いることを考えれば、タイ人労働者を意図的に
狙った襲撃だった可能性もある。さらに言えば、
ハマスはイスラエルを支える者への恨みだけで
はなく、もともとはパレスチナ人が担っていた
仕事を奪った者としてタイ人への恨みを募らせ
ていたことも考えられる。

イスラエルで働くタイ人

ハマスの犠牲となったタイ人たちは、自分や

家族の暮らしを少しでもマシにするためにイス
ラエルに渡った者たちで、パレスチナ人を嫌い
イスラエルを支えたいと思っていた者、パレス
チナ人から仕事を奪い取りたいなどと考えてい
た者はいない。

イスラエルに限らず、出稼ぎ労働者として外
国で働くタイ人の大体₇ ～ ₈割程はイサーン
と呼ばれる東北地方の出身者である。彼／彼女
たちが、故郷を出て外国に働きに行くのは何よ
りもイサーンが「貧しい」からである。痩せた
土地で雨水に頼る農家が多いイサーンはタイで
最貧の地域とされ、とりわけバンコク周辺部と
は非常に大きな経済格差がある。中進国と呼ば
れるようになって久しいタイでは絶対的な貧困
は減少しているが、自らを「貧しい」と考える
者たちは減っていない。それどころか、いまも
就業人口の約半数が生産性の低い農業に従事し
ているイサーンと大都市の格差は今後も拡大す
ることが予想されている。

そのような貧しいイサーンの農村で暮らす人
びとにとって故郷を出て出稼ぎに行くことは特
別なことではない。かつてはバンコクや国内の
地方都市に行って日雇い労働者として働くのが
イサーンの農村出身者の出稼ぎの典型であった
が、1990年代以降は徐々に外国を目指す者が増
えていった。

2000年頃まではタイ人の外国の出稼ぎ先とし
てはもっとも多かったのは台湾である。当時、
10万人以上のタイ人が海を渡り製造工場や家政
婦といった仕事に就いていた。その後は、賃金
格差の縮小、台湾におけるタイ以外からの外国
人労働者の受け入れ拡大、タイ人の出稼ぎ先の
国の増加といった変化があったことで、台湾で
働くタイ人労働者は減少傾向にある。2010年代
の半ば以降は、韓国を目指すタイ人が急激に増
加した。コロナ禍前には韓国で働くタイ人は非
正規滞在者を含めると20万人近くまで増えてい
る。

イスラエルは、韓国、台湾の次にタイ人労働
者が多く働く国である。2010年頃までは労働者
として渡航するための手数料・仲介料が高額
だったこともあり同国を目指すタイ人はさほど
多くはなかった。だが、2011年に政府間の協定
が結ばれて渡航に必要な費用が減額されるなど
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して以降は徐々にイスラエルを目指すタイ人は
増え、2023年に約₃万人にまで増加した。現地
では主にモシャブやキブツと呼ばれる農業共
同体で法₅年間₃ヶ月間働くというのがタイ人
労働者にとっては一般的な就労形態となってい
る。賃金は、農場や残業の有無等によっても異
なるので一概には言えないが、日本円で20 ～
25万円程度が平均的な金額である。

ただし、イスラエルで働く／働いたタイ人の
なかには深刻な労働問題に遭遇した者も少なく
ない。BBC はこれまで繰り返しイスラエルの
タイ人労働者の劣悪な労働環境について報道し
ている8。そこでは法定以下の賃金、長時間労働、
賃金未払い、規定に違反するほど粗末な住居、
農薬の大量使用による健康被害といったイスラ
エルの雇用者や雇用現場の問題が告発されてい
る。法制度に則った受け入れを行ってタイ人労
働者からも評判の良い雇用主もいるが、そうで
はないケースは多い。

ハマスへの恐怖やここで触れた労働問題に遭
うリスクがありながらも、今後もタイからイス
ラエルに働きに行こうとする者が急激に減るこ
とはないだろう。移住労働を希望するタイ人の
渡航可能な外国の選択肢は徐々に増えつつある
が、それにかかる費用や時間の問題もあり、い
ぜんとして限定的である。とくにイスラエルと
同程度の賃金を稼ぐことができる出稼ぎ可能な
国はまだ少ない。ハマスの襲撃後、イスラエル
で働く₈千人程のタイ人が緊急帰国したが、約
₂万人のタイ人が同国に残って働き続けてい
る。また、帰国したタイ人のなかからも再びイ
スラエルに戻ってガザ地区近郊の農場で働いて
いる者もいる。彼／彼女たちは「タイではイス
ラエルほど稼ぐことはできない」と語ってい
る9。

新たに移住労働者になった者たち

東北以外の地方からも外国に働きに行くタイ
人が増えていること、そしてそのなかにもイス
ラエルで働く者がいることにも触れておきた
い。とくに顕著なのは北部の出身者である。北
部は東北に次いで所得が低い地方ということも
あり、以前から外国へ出稼ぎをする者は一定数

いたが、最近は山地民を中心に増加している。
北部や北西部の山岳地帯に暮らす山地民は、

冷戦期は共産勢力の手先と疑われたり、また焼
畑で環境を破壊する者、麻薬（芥子）を栽培す
る厄介者とされてきたりした人びとで、タイ国
内では「内なる他者」や「二級市民」として扱わ
れてきた。そのため彼／彼女たちは、長い間、
法的にも経済的にも周辺あるいは底辺に位置づ
けられてきた。タイ国内で生まれ育っても、あ
るいは数十年間もタイ国内で暮らしていても、
正式なタイ国民としてなかなか認められなかっ
たため国籍を付与されず、教育や就職で差別さ
れる山地民は多かった。たが、近年はタイで長
期間働き暮らしてきた山地民やその家族の無国
籍問題は徐々に解消されつつある。その結果、
彼／彼女たちのなかから外国へ出稼ぎに行く者
が急速に増えている。

山地民がパスポートを手に入れ、イスラエル
や韓国、台湾といった外国に働きに行くように
なるということは、かつて国家と資本の外部を
生きていた移動民が、国民や消費者としてシス
テムの内部に組み入れられ、グローバルな労働
市場のなかで労働力を売る移住労働者になると
いうことを意味している。

ハマスのイスラエル襲撃のニュースを伝えた
あるニュース映像には、襲撃から避難するタイ
人農業労働者の男性約10名が映っていた。それ
に映っていた男性の₁人は彼が山地民であるだ
ろうことが分かる山地民独自の刺繍模様のカバ
ンを肩から掛けていた10。ハマスの襲撃の₃日
前に契約が終了してタイに戻ってきた友人の山
地民の息子によれば、ハマスの襲撃によって犠
牲となった山地民もいるという11。

かつて国家と資本の外部を生きていた移動民
が、国境を越えた移住労働者になるということ
は、国民や移住労働者としてのリスクを生きる
ということでもある。

おわりにかえて－イスラエルで働くタイ人と日
本－

ここまで主にイスラエルで働くタイ人労働者
を中心にとりあげてきたが、最後に彼／彼女た
ちと日本社会の関係性について触れておきた
い。
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イスラエルでの過酷な労働環境について先述
したが、日本で働くタイ人労働者のなかにも、
法定以下の賃金、長時間労働、賃金未払い、規
定に違反するほど粗末な住居といった問題に
遭ったという者も少なくない。また、日本で働
くタイ人労働者のなかには複数の国で働いた者
も多い。複数の国で働いた経験を持つ者から「ど
の国でも雇用主や仕事内容によって賃金や働き
やすさがずいぶん違う」「簡単にどの国が良い
かは言い切れない、どこの国でも当たり外れが
ある」といった声を聞く。

先ほどタイ人の外国の出稼ぎ先としては韓
国、台湾、イスラエルの順に多いと述べたが、
日本の順位はその₃ヶ国の次である。国境を越
える移住労働は、受け入れ国と送り出し国の関
係、歴史的な経緯、法制度等が実態に影響を与
えているため、賃金格差や出稼ぎをしている人
数の多さが、直接的に当事者たちが働きに行き
たいと考えている国の順番というわけではな
い。だが、わたしは、タイ人労働者が多く働く
順位が韓国、台湾、イスラエルの次が日本となっ
ているのは、グローバルな労働市場における現
在の日本の立ち位置をよく表していると思う。

在留外国人統計によれば、2023年₆月時点で
日本に在留するタイ人はおよそ₆万人となって
おり、そのうち移住労働者といえる技能実習や
特定技能の在留資格を有するタイ人は約1万4千
人で増加傾向にある。しかし、そのことをもっ
て日本が出稼ぎ労働を希望するタイ人のなかで
人気が高まっているとは必ずしも言えない。

現在、韓国、台湾、イスラエル、日本の₄ヶ
国は、送り出し国であるタイとそれぞれの国の
協定や取り決め、受け入れ国側の法制度の整備
が一定程度なされており、外国での出稼ぎを
望むタイ人にとって選択が可能な国である。そ
のひとつである日本の立ち位置はこの四半世紀
ほどの時間で大きく変化した。2000年代まで日
本は、特別な技能や技術をもたない農村出身者
にとっては出稼ぎに行くことが難しい国であっ
た。とくに合法的に行くことは非常に難しい国
であった12。それは日本がまだ他国よりも相当
豊かだったからであり、国内の労働力不足も今
ほど逼迫していなかったからである。当時、研
修生や技能実習生の選抜にあたっては、日本か

らの少人数の募集にも大勢のタイ人の応募が
あった。

しかし、その後、突出した豊かさが失われ、
労働力不足がさらに深刻化した日本からの人材
募集は増えたが、以前のように募集の何倍もの
タイ人がそれに応募をするという状況ではなく
なっている。そうした変化の向うには、韓国や
台湾、イスラエルを含めた移住労働者の受け入
れ国の人手不足の拡大と、それに対応するため
の出稼ぎ労働者をさらに獲得しようとする各国
の動きがある。

かつて経済的に抜きん出ていて出稼ぎ労働者
を一方的に値踏みする側であった日本は、出稼
ぎ労働者に値踏みされる側になりつつある。賃
上げや待遇改善はもとより、法制度や社会意識
を更新できないため後塵を拝しつつある現実を
真摯に受け止めなければ、日本は移住労働者の
選択肢にあがらない国になるだろう。

注
₁　Immigration and the NHS: the evidence”, 

The Health Foundation. https://www.
health.org.uk/news-and-comment/blogs/
immigration-and-the-nhs-the-evidence 

（2023年12月24日閲覧）
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₄　「出稼ぎ」パレスチナ人、失業16万人もイ
スラエル雇用失う」ロイター、2023年12
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4DE-2023-12-08/ （2023年12月24日閲覧）

₅　ハマスの襲撃後、イスラエル政府は解雇
したパレスチナ人労働者や帰国したアジ
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ア人労働者の代わりとして、すぐさまア
フリカ諸国と交渉して新たな労働者の受
け入れを開始している。「人手不足のイス
ラエル、パレスチナ人排除の影響…アジ
ア系労働者も多数帰国でアフリカから補
充」『読売新聞』2023年12月12日。https://
www.yomiuri .co. jp/world/20231226-
OYT1T50050/ （2023年12月24日閲覧）

₆　“Two Thai Worker killed in rocket attack 
on Israel” Bangkok Post, 18, May 2018.

₇　「ハマス襲撃　アジア人標的か」『朝日新
聞』、2023年10月31日。

₈　たとえば、報道を参照されたい。“Israel's 
f o r g o t t e n  T h a i  w o r k e r s ” , B B C . 

ht tps : //www.youtube .com/watch? 
v=1NNTL7KCTpw（2022年10月₁日閲覧）

₉　“Thai return to Israel, despite risks”, 
Bangkok Post,1 Jan 2024.

10　「「ハマスはタイ語で呼びかけてきた」生
存 者 が 証 言 外 国 人 も 標 的 に？」NHK、
2023年12月27日。https://www3.nhk.or.jp/
news/special/international_news_navi/
articles/cor/2023/12/27/36988.html（2023
年₁月₅日閲覧）

11　2023年12月10日に行ったインターネット電
話での聞き取り。

12　ただし、バブル期は非正規滞在のタイ人が
約₅万人日本で働いていた。
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